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緒　　　　　言

　欧米を中心としたAWに対する規制や政策が世界中に広
まっており、日本においてもAWの飼養管理指針が公表さ
れている。国内では採卵鶏の飼養管理は、排泄物との接
触が少なく、卵の衛生管理が容易となるなどの利点から
ケージ方式が一般的である。一方、AWに配慮された環境
下で飼養することにより、生産性の向上や安全な畜産物
の生産にも繋がる（農林水産省ホームページ2025）とさ
れているが、国内でのAWに対応した飼養環境と生産性の
関連性に関する報告は少なく、その関連性は明確ではない。
　そこで、採卵鶏をAWに対応したケージ、バタリーケー
ジおよび平飼いで飼養した場合の生産性について比較検
証した。

材料および方法

1　供試鶏および飼養環境
　供試鶏は、ボリスブラウンおよびデカルブホワイトを
それぞれ304羽ずつ用いた。鶏舎は開放式鶏舎で、飼料は
市販の採卵鶏用配合飼料を不断給餌とし、自由飲水とし
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要　　　　　約

　アニマルウェルフェア（以下、AW）に対応した造作ケージ、従来型のバタリーケージおよび平飼い
において、ボリスブラウン、デカルブホワイトを飼養し、生産性を比較検証した。
試験区は、38羽の群飼いをするAW区（888 cm2 /羽）、バタリーケージで1羽飼養する単飼区（960 cm2 /羽）
および2羽飼養する複飼区（480 cm2 /羽）、平土間で38羽の群飼いをする平飼区（7,674 cm2 /羽）の4区とし、
各区76羽ずつを配置した。
　その結果、AW区において、破卵率はボリスブラウンで1.53%、デカルブホワイトで2.52%となり他区
と比べて高かった。生存率はボリスブラウンが73.7%となり、試験区間で一番低くかった。また、デカ
ルブホワイトの生存率は92.1%でバタリーケージの単飼区と同等であった。
AW対応ケージは、銘柄選定などの対策により生存率や破卵率が改善できる可能性が示唆され、生産性
の向上が期待できると考えられた。

た。光線管理は、20週齢時の点灯時間を14時間15分とし、
それ以降1週ごとに15分ずつ延長し、点灯時間が16時間に
なるまで実施した。その他の飼養管理は当センターの慣
行に従った。なお、デビークは幼すう期に実施した。
2　試験期間
　調査は28日間を1期間とし、ボリスブラウンは、令和3
年7月15日（141週齢）から令和4年5月18日（448日齢）ま
で、デカルブホワイトは、令和4年7月14日（141週齢）か
ら令和5年5月16日（448日齢）までの、それぞれ11期間実
施した。
3　試験区分
　試験区分を表1、表2に示した。AW対応ケージ（270×
125 ㎝）で38羽の群飼いをするAW区（888 cm2 /羽）、従
来のバタリーケージ（24×40 cm）で1羽飼養する単飼区
（960 cm2 /羽）、2羽飼養する複飼区（480 cm2 /羽）、平土間	
（540×540 cm）で敷料におが粉を用いて38羽の群飼いをす
る平飼区（7,674 cm2 /羽）の4区を設定した。2銘柄鶏とも
に各区76羽ずつを配置した。
　なお、AW対応ケージを図1に示したが、ケージのサイ
ズは270×125 cm、付帯設備としてネスト、止まり木、爪
とぎ場を設置した。ネストのサイズは30×125 cm、床面に
人工芝、前面に金網ケージとゴム製カーテンを設置し、
側面は寒冷紗で覆い、ネスト内部が20ルクス以下の照度
となる構造とした。令和 7年 8月31日受付
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4　調査項目
　⑴　生存率
　　�　生存率は各調査期間の最終日における生存鶏の羽
数から算出した。

　⑵　産卵成績
　　�　産卵率（H.D産卵率、H.H産卵率）、平均卵重、産
卵日量は、産卵数と卵重を毎日計測し、期ごとに1羽
当たりの平均値を算出した。また、H.D産卵率は、日々
の産卵数をその日の羽数で除して期ごとに平均値を
算出した。H.H産卵率は、日々の産卵数を試験開始
時羽数で除して期ごとに平均値を算出した。飼料摂
取量、飼料要求率は、各期の最終日に残飼量を測定し、
期ごとに1羽当たりの数値を算出した。規格外卵率は、
破卵･軟卵･全壊卵の割合を毎日計測して期ごとに平
均値を算出した。

　⑶　卵質成績
　　�　卵重、卵殻強度、卵殻厚、濃厚卵白高、卵黄色、
卵黄重量は、検査前日に産卵された卵30個を無作為
に抽出して測定し、卵が30個に満たない場合は全部
を測定した。なお、卵殻強度はDET600（株式会社ナ
ベル）により卵横軸方向に加圧して測定し、卵黄色
も同測定機にて測定した。卵殻厚は卵殻厚さ計（藤
平工業株式会社）を用い赤道付近の卵殻を測定した。
卵殻率、卵黄率、卵白率については、卵重、卵殻重、
卵黄重から算出し、ハウユニット（以下、HU）は、
卵重と濃厚卵白高から算出した。

　⑷　行動調査
　　�　調査対象を11期の鶏として、観察時間は1日2時間
（10～11時、15～16時）に設定した。調査方法は、
全羽を4分間隔でその瞬間の行動を記録する走査サン
プリング方法を用いた。調査行動は、摂食、飲水、
休息、慰安、敵対、探査、移動およびその他と分類し、
その行動を示した羽数を記録して割合を求めた。

　⑸　羽毛スコア
　　�　調査対象を11期の鶏として、各区20羽ずつ（1群あ
たり10羽×2群）を用いて調査を実施した。調査部位
は首、胸、腹、背、翼、尾の6部位とし、脱羽の損傷
状態をTausonらのスコアリング方法に準じて4段階に
スコア化し（Tauson Rら2006）、羽毛スコア1の場合、
最も損傷が激しく異常な状態と判定した。

　⑹　ストレス調査
　　�　調査対象を1期、4期、11期の鶏として、各区8羽ず
つ（1群あたり4羽×2群）を採血し、血漿中のコルチ
コステロン濃度をEIA法により測定した（Petr Cら
2009）。測定はコルチコステロン測定キット（YK240 
Corticosterone EIA、（株）矢内原研究所）を使用した。

結　　　　　果

1　生存率
　11期までの生存率の推移を図2、図3に示し、11期まで
の死因割合を図4に示した。ボリスブラウンでは、AW-BB

表2　試験区分

表１　試験区分

試験区 供試鶏種 供試羽数 1羽当たりの飼養密度 飼養方法

AW-BB区 ボリスブラウン 　76羽（38羽×2群） 888 cm2/羽 AW対応ケージ・群飼い

単飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（1羽×38羽×2群） 960 cm2/羽 バタリーケージ・1羽飼い

複飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（2羽×19羽×2群） 480 cm2/羽 バタリーケージ・2羽飼い

平飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（38羽×2群） 7,674 cm2/羽 平土間・群飼い

試験区 供試鶏種 供試羽数 1羽当たりの飼養密度 飼養方法

AW-DW区 デカルブホワイト 　76羽（38羽×2群） 888 cm2/羽 AW対応ケージ・群飼い

単飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（1羽×38羽×2群） 960 cm2/羽 バタリーケージ・1羽飼い

複飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（2羽×19羽×2群） 480 cm2/羽 バタリーケージ・2羽飼い

平飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（38羽×2群） 7,674 cm2/羽 平土間・群飼い

表1　試験区分

表2　試験区分

図1　AWに対応した造作ケージ

表2　試験区分

表１　試験区分

試験区 供試鶏種 供試羽数 1羽当たりの飼養密度 飼養方法

AW-BB区 ボリスブラウン 　76羽（38羽×2群） 888 cm2/羽 AW対応ケージ・群飼い

単飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（1羽×38羽×2群） 960 cm2/羽 バタリーケージ・1羽飼い

複飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（2羽×19羽×2群） 480 cm2/羽 バタリーケージ・2羽飼い

平飼-BB区 ボリスブラウン 　76羽（38羽×2群） 7,674 cm2/羽 平土間・群飼い

試験区 供試鶏種 供試羽数 1羽当たりの飼養密度 飼養方法

AW-DW区 デカルブホワイト 　76羽（38羽×2群） 888 cm2/羽 AW対応ケージ・群飼い

単飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（1羽×38羽×2群） 960 cm2/羽 バタリーケージ・1羽飼い

複飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（2羽×19羽×2群） 480 cm2/羽 バタリーケージ・2羽飼い

平飼-DW区 デカルブホワイト 　76羽（38羽×2群） 7,674 cm2/羽 平土間・群飼い
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区の生存率が9期以降に低下し、試験最終の11期には
73.7%となり他区と比べて低かった。また、AW-BB区の
死因の40%が尻ツツキであった。デカルブホワイトでは、
AW-DW区の生存率が92.1%となり、バタリーケージの単飼
-DW区と同等であった。また、AW-DW区の死因の16.7%が
尻ツツキであった。

2　産卵成績
　産卵成績はボリスブラウンを表3に、デカルブホワイト
を表4に示した。
　ボリスブラウンのAW-BB区は、H.D産卵率が92.8%、産
卵日量が56.9 gで単飼-BB区に次いで高い成績だった。飼
料摂取量は、平飼-BB区が他区と比べて低くなり、飼料要
求率はその影響により平飼-BB区が他区と比べて高かった。
　デカルブホワイトのAW-DW区は、H.D産卵率が92.4%で、
複飼-DW区の92.7%と同程度だった。AW-DW区は、H.H産
卵率が88.1%、平均卵重が57.8 gでいずれも単飼-DW区の
H.H産卵率89.9%や単飼-DW区の平均卵重57.9 gと同程度
だった。飼料摂取量は、平飼-DW区が他区と比べて多く
なり、飼料要求率はその影響により平飼-DW区が他区と
比べて高かった。
3　規格外卵率
　破卵率に関しては、ボリスブラウンのAW-BB区は1.53%、
デカルブホワイトのAW-DW区は2.52%となり他区と比べて
高かった。

図4　ボリスブラウンとデカルブホワイトの死因割合
   ※�ボリスブラウン、デカルブホワイトの単飼区、複飼
区では、尻ツツキによる死亡はなかった。

図3　デカルブホワイトの生存率の推移

図2　ボリスブラウンの生存率の推移

表4　デカルブホワイトの産卵成績（1～11期）

表3　ボリスブラウンの産卵成績（1～11期）

生存率 平均 産卵

（％） H.D H.H 卵重 日量 破卵率 軟卵率 全壊卵率

（％） （％） （ｇ） （ｇ） （ｇ/日） (%) (%) (%)

AW-BB区 73.7 92.8 84.9 61.3 56.9 121.6 2.14 1.53 0.17 0.79

単飼-BB区 98.7 94.0 93.1 61.1 57.4 117.5 2.04 0.37 0.18 0.44

複飼-BB区 94.7 90.9 88.1 60.2 54.7 118.7 2.16 0.48 0.09 0.25

平飼-BB区 82.9 86.5 79.1 62.4 54.1 131.7 2.44 0.19 0.02 0.03

表4　デカルブホワイトの産卵成績（1～11期）
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単飼-DW区 92.1 93.5 89.9 57.9 54.3 112.7 2.09 0.73 0.49 0.20
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4　卵質成績
　卵質成績は、ボリスブラウンを表5に、デカルブホワイ
トを表6に示した。2銘柄鶏とも平飼区の卵重、卵殻厚、
卵殻重量、卵黄割合および卵黄重量が他区と比べて高かっ
た。
5　行動調査
　行動調査は、ボリスブラウンを表7に、デカルブホワイ
トを表8に示した。ボリスブラウンでは、AW-BB区は休息、
移動、摂食の順に行動割合が高かったが、デカルブホワ
イトのAW-DW区は、休息、慰安、摂食の順に高くなり、
行動割合が異なっていた。

6　羽毛スコア
　羽毛スコアを図5に示した。ボリスブラウンでは、スコ
ア1の2群合計は、AW-BB区で10羽、平飼-BB区で16羽と
なり他区と比べて多かった。また、デカルブホワイトでは、
スコア1の2群合計は、平飼-DW区で20羽となり、区間中
で最も多かった。
7　ストレス調査
　血中コルチコステロン濃度の経時的変化を図6に示し
た。ボリスブラウンでは、11期にすべての試験区の数値
が上昇した。デカルブホワイトは、11期のすべての試験
区で血中コルチコステロン濃度が1.5 ng/ml以下だった。

表5　ボリスブラウンの卵質成績　（1～11期）

表6　デカルブホワイトの卵質成績　（1～11期）

項目

強度 厚さ 重量 卵殻 卵黄 卵白 色 重量

区 (g) (kg/cm2) (mm) (g) (g)

60.9 91.2 4.65 0.3872 6.1 10.0 24.9 65.1 11.2 15.2

61.1 91.7 4.59 0.3873 6.2 10.1 25.0 65.0 11.3 15.3

複飼-BB区 60.2 91.8 4.69 0.3844 6.1 10.2 24.8 65.1 11.3 15.0

61.6 89.7 4.57 0.3943 6.3 10.2 25.3 64.5 11.3 15.7

卵重 HU

卵殻 卵重に占める割合(%) 卵黄

AW-BB区

単飼-BB区

平飼-BB区

項目

強度 厚さ 重量 卵殻 卵黄 卵白 色 重量

区 (g) (kg/cm2) (mm) (g) (g)

AW-DW区 57.5 91.2 5.00 0.3800 5.9 10.2 27.1 62.7 12.8 15.7

単飼-DW区 57.7 91.5 5.00 0.3800 5.8 10.1 26.9 63.1 12.7 15.6

複飼-DW区 57.8 90.9 4.80 0.3800 5.7 9.9 27.0 63.1 12.7 15.7

平飼-DW区 58.4 91.1 5.13 0.3880 6.0 10.3 27.4 62.3 12.4 15.9

卵殻 卵重に占める割合(%) 卵黄

卵重 HU

表7　ボリスブラウンの行動調査（11期）

表8　デカルブホワイトの行動調査（11期）

摂食 飲水 休息 慰安 敵対 探査 移動 その他
AW-BB区 17.6 7.3 31.0 13.5 1.2 10.4 19.1 0.0
単飼-BB区 32.2 13.8 37.9 7.5 0.0 7.2 1.3 0.1
複飼-BB区 23.4 7.8 59.6 2.8 0.1 5.2 1.1 0.0
平飼-BB区 10.5 2.2 21.1 17.2 1.0 31.0 16.9 0.0

行動パターン（%)

摂食 飲水 休息 慰安 敵対 探査 移動 その他
AW-DW区 14.5 4.8 35.1 25.4 0.5 6.4 13.3 0.0
単飼-DW区 29.2 7.4 48.6 9.8 0.1 4.2 0.7 0.1
複飼-DW区 30.2 8.0 48.2 9.3 0.0 3.3 0.9 0.0
平飼-DW区 17.5 1.0 33.7 13.7 0.2 16.5 17.3 0.0

行動パターン（%)

表5　ボリスブラウンの卵質成績　（1～11期）

表6　デカルブホワイトの卵質成績　（1～11期）

表7　ボリスブラウンの行動調査（11期）

表8　デカルブホワイトの行動調査（11期）

表5　ボリスブラウンの卵質成績　（1～11期）

表6　デカルブホワイトの卵質成績　（1～11期）

項目

強度 厚さ 重量 卵殻 卵黄 卵白 色 重量

区 (g) (kg/cm2) (mm) (g) (g)

60.9 91.2 4.65 0.3872 6.1 10.0 24.9 65.1 11.2 15.2

61.1 91.7 4.59 0.3873 6.2 10.1 25.0 65.0 11.3 15.3

複飼-BB区 60.2 91.8 4.69 0.3844 6.1 10.2 24.8 65.1 11.3 15.0

61.6 89.7 4.57 0.3943 6.3 10.2 25.3 64.5 11.3 15.7

卵重 HU

卵殻 卵重に占める割合(%) 卵黄

AW-BB区

単飼-BB区

平飼-BB区

項目

強度 厚さ 重量 卵殻 卵黄 卵白 色 重量

区 (g) (kg/cm2) (mm) (g) (g)

AW-DW区 57.5 91.2 5.00 0.3800 5.9 10.2 27.1 62.7 12.8 15.7

単飼-DW区 57.7 91.5 5.00 0.3800 5.8 10.1 26.9 63.1 12.7 15.6

複飼-DW区 57.8 90.9 4.80 0.3800 5.7 9.9 27.0 63.1 12.7 15.7

平飼-DW区 58.4 91.1 5.13 0.3880 6.0 10.3 27.4 62.3 12.4 15.9

卵殻 卵重に占める割合(%) 卵黄

卵重 HU

表7　ボリスブラウンの行動調査（11期）

表8　デカルブホワイトの行動調査（11期）

摂食 飲水 休息 慰安 敵対 探査 移動 その他
AW-BB区 17.6 7.3 31.0 13.5 1.2 10.4 19.1 0.0
単飼-BB区 32.2 13.8 37.9 7.5 0.0 7.2 1.3 0.1
複飼-BB区 23.4 7.8 59.6 2.8 0.1 5.2 1.1 0.0
平飼-BB区 10.5 2.2 21.1 17.2 1.0 31.0 16.9 0.0

行動パターン（%)

摂食 飲水 休息 慰安 敵対 探査 移動 その他
AW-DW区 14.5 4.8 35.1 25.4 0.5 6.4 13.3 0.0
単飼-DW区 29.2 7.4 48.6 9.8 0.1 4.2 0.7 0.1
複飼-DW区 30.2 8.0 48.2 9.3 0.0 3.3 0.9 0.0
平飼-DW区 17.5 1.0 33.7 13.7 0.2 16.5 17.3 0.0

行動パターン（%)
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考　　　　　察

　AW-BB区は、バタリーケージ並みの産卵成績を期待で
きるものの、試験後半の9期以降に生存率が低下する結果
となった。AW-BB区の生存率は73.7%となり、バタリーケー
ジで飼養した試験区の単飼-BB区98.7%、複飼-BB区94.7%
および平飼-BB区の82.9%と比べて生存率が低かった。こ
れは、AW-BB区では11期に敵対行動の発生が他区と比べ
て多かったことや、羽毛スコアの悪化や血中ストレスホ
ルモン濃度の上昇が確認されていたことから、産卵後半
では飼育環境に対してストレスをより多く受けていたも
のと推察された。そのため、AW-BB区は、産卵後半に増
えてくる脱肛個体や尻ツツキ（ハイデオサービスチップ
技術情報誌2022）による死亡を減らすことを目的とした
卵重調整や、飼養密度の調整などの検討が必要と考えら
れた。
　AW-DW区は、バタリーケージと同等の生存率、産卵成
績を期待できるが、破卵率は2.52%と試験区分の中で1番
高かった。AW対応ケージでの飼養では、鶏の産卵が1箇
所のネストに集中することで、卵同士が衝突して破卵率
が上昇する（椿井ら2021）としており、これと同様に本
試験においても試験区分の中でAW対応ケージの破卵率が
最も高くなったと推察された。また海外の報告では、集
卵ベルトを1日3回、ネスト幅だけ動かすステップ運転に
より、鶏舎全体の破卵のうち、36%が減少したとの報告が
ある（A.CALLEJOら2013）ことから、産卵の時間帯に合
わせて集卵ベルトを稼働させるなどの集卵方法の工夫に
より破卵率の改善は期待できると考えられた。

　卵質成績に関しては、卵重、卵殻厚、卵殻重量、卵黄重量、
卵黄割合が2銘柄鶏ともに平飼区で他区と比べてやや高
い結果となったが、卵質成績への影響は、飼養システム
による要因よりも、給与飼料の栄養水準の違いによる要
因の方が影響として大きかったとの報告（Karcher DMら
2015）があることから、今回は一定の条件下での試験成
績と捉える必要がある。
　血中ストレスホルモン濃度に関しては、ボリスブラウ
ンがデカルブホワイトと比べて産卵後期（11期）の数値
が高かった。これに関しては産卵自体がストレスホルモ
ン濃度を上昇させるとの報告があり（G.Beuvingら1977）、
今回、ボリスブラウンはデカルブホワイトと比べて産卵
後期の卵が大きかったことから、卵が小さいデカルブホ
ワイトよりも産卵によるストレスを受けたものと推察さ
れた。また、血中ストレスホルモン濃度の数値が低かっ
たデカルブホワイトの平飼-DW区でも羽毛スコアの悪化
が確認されたことから、平飼いでは照度調整や付帯設備
の設置などの更なる検証の余地がある。 
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